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　本研 究発 表では 、ア メ リカ人作家 リチ ャ
ー ド ・ブ ロ

ーテ ィ ガン の 短編小 説、音声資料に

よ る ロ バ ー ト ・バ ー
ン ズの 詩 、 数篇の 俳 句などの テ クス ト例を取 り ヒげなが ら、文学の 言

語 とは何 か、文学テ ク ス トが その 構造の 中に本 来的に有す る特徴 とは何か につ い て 論 じた
。

　 これ らの 論点の 探求の 端緒 として 、言語 に よるテ ク ス トに 見 られ る文学性 （literariness）

に つ い て 言及 した 。 文学 性の 指標 と して 、 Ronald　CarterfVValter　Nash が Seeing　lhrough

Literature（BlackWel1， 1990）にお い て 挙げる 6 項 目 を参 考 と した 。 す なわ ち 、   Medium

DePendence   Re−reg 捻tratlon  hteract童on 　 of　Levels   Polysemy   D 圭splaced 　k〕teracti・n

  Discourse　PatteiTiing　（pp．34−42）で ある。 言語に よるテ ク ス トの 文判 生は相対的な指標で あ

り、言語テ クス トに は多かれ少なか れ含まれ るa 文学 の 言語 はそれ 自体、独 立 して 存在す

る わ けで な く、また逆に完全 に非 ・文学的なテ ク ス トとい うもの も存在 しない
。

　外国語教育の
一

環 として、文学テ クス ト （すなわち 、 文学性が比較的高い テ クス ト）の

導入 を考え る場合 、
こ の よ うな言語テ クス トにお け る文学性の 相対性 を よ く認識す る必 要

が ある。 これ は、言語 教育にお け る文学テ ク ス トの 有用性や 意義 を唱 え る人 々 、お よび文

学テ ク ス トの 言語が逸脱性 を特徴 とするが ゆえ にその 教育的価値 に つ い て 否定的な意見を

持 つ 人 々 の 両者が 等 し く参考にす べ き考 えで あ る。

　また
、 文学テ ク ス トに つ い て の 重要な特徴 として独特なコ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 構造が あ

る 。 す なわち 、 テ クス ト内の 人物間の コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン と、 テク ス トの 創造者で ある作

家 とテ ク ス トの 受容者で ある読者の 間の コ ミュ ニ ケ ー
シ ョ ン とい う、 コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン

の 1二重性 である 。
こ の コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 二 重の 構造か ら創出 され る人間存在に つ い て

の 認識 の 多様性 は、 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を重視す る現在の 言語教育の 方法論に
一

石 を投ず

るはず で ある 。

　以上の 点か ら、 言語教育や外国語教育の カ リキ ュ ラム の 部 と して 、 文学テ ク ス ト （再

び 言えば、文学性が比較的高い テ ク ス ト）が 本来的に有す る 可能 性を生かす教育を再考す

る気運 が あ っ て もい い の で は ない か 、とい うの が発表者か らの 結論的 なメ ッ セ
ー

ジで ある 。

　本発 表は 同年 ll月 に開催 され た JACET 　KANSAI 　KYOTO 　SEMINAR にお ける筆者の
cA

Llterary　Text　as　an 　Educational　Foundation’ と題す る 1顧 発表の ための 準備段階の 資料を基に

な された
。

したが っ て こ れ ら二 っ の 発表には重複す る部分がある こ とをこ こ に記 し、併せ
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